
 平成27年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

⑧情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策 

⑨今後の情報ｼｽﾃﾑ像の検討

【経過（～26年度）】 【27年度】 【今後予定（28年度～）】

　【今年度要求のポイント】

: - 3 -

7-1 7-2
局・課名

340,857 110,917

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 26年度予算 27年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： その他一般

平成27年度要求額平成25年度決算額

事業名 行政情報化推進事務

： 総務局・情報化推進課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦

・情報ｼｽﾃﾑ統合基盤展開
・社会保障・税番号制度対応
・ＩＴｲﾝﾌﾗﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの検討
・自治体ｸﾗｳﾄﾞの検討

・情報ｼｽﾃﾑ統合基盤展開
・社会保障・税番号制度対応

・ＩＴｲﾝﾌﾗﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの実践
・自治体ｸﾗｳﾄﾞの実践

平成26年度予算額

32,373 281,223 システムの改修、ネットワーク変更など

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

1,561,047

340,615

370,360

118,603

20,289

201,889

システムの保守、機器の借上げなど

ＩＴｲﾝﾌﾗﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ及び自治体ｸﾗｳﾄﾞの検討

電子申請システムのASP利用料など

16,834 18,083

225,914

0

126,395

34,129

102,600

23,905

199,341

　H　～　H

351,822

事業

概要

庁内LAN・共通基盤システム・情報システム統合基盤といった本
市行政サービスに必要不可欠な基盤システム等を、情報セキュリ
ティを確保した安全な状態で、安定的に稼働させることにより、行
政経営の効率化を図ること、ひいては、職員の適正かつ円滑な
業務遂行を実現することを通じて、市民サービスの向上に資する
こと。

○情報ｼｽﾃﾑの最適化
ＩＴガバナンスの強化・推進により、本市における行政情報化の一
層の進展と全庁的な視点からの情報システム全体の最適化を推
進し、より効率的かつ適正な経費によるシステム構築と運用をめ
ざす。
○情報セキュリティの確保
日々新たに発生する様々な情報セキュリティリスクに対応するた
め、人的・技術的・物理的対策を強化し、情報セキュリティを確保
する。
○市民の利便性と安全性の向上
身近な行政ｻｰﾋﾞｽ（電子申請ｼｽﾃﾑ、統合型GISｻｰﾋﾞｽ、施設予約
ｼｽﾃﾑ等）の提供における市民の利便性と安全性の向上。

・社会保障・税番号（マイナンバー）制度への対応のうち、基盤部
分のシステム改修等に必要となる費用を要求。
・ソフトウェアのサポート終了への対応をはじめとする情報セキュ
リティリスクへの対応等にかかる費用を要求。
・今後、より行政経営を効率化するために、専門的な知識を活用
して、今後の堺市の情報ｼｽﾃﾑのｲﾝﾌﾗや、自治体ｸﾗｳﾄﾞの利用の
可能性を検討するための費用を要求。

④共通基盤及び税ｼｽﾃﾑの保守

1,667,734

⑥市民向け行政ｻｰﾋﾞｽの提供

通信回線など⑦通信回線及びｻｰﾊﾞ等費用

セキュリティ監査、認証基盤強化など

1,376,720

債務負担行為

①社会保障・税番号制度への対応

⑤基幹ｼｽﾃﾑ統合運用 項目②～④のシステムの運用委託など

②情報ｼｽﾃﾑ統合基盤関係 機器等の借上げなど

③庁内LAN等の保守 庁内LANの保守、機器の借上げなど

312,632

006003整理番号

その他

合計 1,667,734 1,561,047

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

・情報ｼｽﾃﾑ統合基盤構築
・社会保障・税番号制度対応

関連事業：社会保障・税番号制度推進事業


